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船舶事故調査報告書 

 

                              令和８年７月２９日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

                         委   員  伊 藤 裕 康（部会長） 

                         委   員  上 野 道 雄 

                         委   員  高 橋 明 子 

 

事故種類 漕手死亡 

発生日時 不明（令和８年３月１５日１３時頃～１７時半頃の間）（医師による

死亡推定時刻：１７時頃） 

発生場所 不明（福井県小浜
お ば ま

市矢代
や し ろ

湾） 

事故の概要  カヤック（船名なし）が海岸を出発した後、漕手が落水して溺死し

た。 

事故調査の経過  令和８年４月１３日、本事故の調査を担当する主管調査官（神戸事

務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

 原因関係者からの意見聴取は、本人が本事故で死亡したため行わな

かった。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

カヤック （船名なし）、重量約２５kg 

 なし、個人所有 

 約３.０５ｍ×約０.８２ｍ×約０.２５ｍ、高密度ポリエチレン 

 機関なし、不詳 

（写真１ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

写真１ 本船 

 乗組員等に関する情報 漕手 ４２歳 

 死傷者等 死亡 １人（漕手） 

 損傷 なし 

 気象・海象 気象：天気 曇りのち晴れ 

漕手及び本船発見場所から南西方約３.７海里（Ｍ）に位置する小

浜地域気象観測所における３月１５日の観測値は、次のとおりであっ

た。 
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海象：水温 約１１℃ 

気象庁の沿岸波浪実況図によれば、沿岸代表点の一つである若狭
わ か さ

湾

（漕手及び本船発見場所から北西方約１７.６Ｍ）の波向及び波高の

推定値は、次のとおりであった。 

３月１５日０９時 北 １.３ｍ 

     ２１時 北 １.２ｍ 

時刻 

(時:分) 

平均風速 

(m/s) 
風向 

 時刻 

(時:分) 

平均風速

(m/s) 
風向 

13:00 3.6 北北西  15:20 5.8 北 

13:10 3.7 北西  15:30 4.9 北 

13:20 3.8 北西  15:40 4.5 北北西 

13:30 4.1 北西  15:50 5.4 北北西 

13:40 4.5 北北西  16:00 6.3 北北西 

13:50 5.6 北北西  16:10 5.7 北北西 

14:00 6.1 北北西  16:20 6.4 北北西 

14:10 5.2 北西  16:30 6.2 北 

14:20 4.3 北北西  16:40 5.1 北 

14:30 3.0 北  16:50 6.3 北北西 

14:40 5.1 北  17:00 5.5 北北西 

14:50 5.2 北  17:10 4.9 北北西 

15:00 5.2 北  17:20 4.4 北北西 

15:10 4.4 北  17:30 5.0 北北西 

 事故の経過 (1) 漕手が自宅を出発してから岩場で発見されるまでの経過 

   漕手は、家族と共に昼食をとった後、釣りをする目的で、自家

用車にシットオントップカヤック*1を積載し、令和８年３月１５日

１２時半頃に自宅を出発した。 

   漕手は、自宅を出発する前、釣りを終えた後に買い物をして 

１８時過ぎに帰宅する旨を家族に伝えていた。 

   漕手の家族は、１５時４０分頃にスマートフォンの位置情報共

有アプリを使用して‘漕手のスマートフォンの位置情報’（以下単

に「位置情報」という。）を確認したところ、小浜市田烏
たからす

漁港北西

方沖に位置情報が表示された。 

   漕手の家族は、１７時頃に漕手のスマートフォンに電話をかけ

たが、電波の届かない場所にある又は電源が入っていない旨のア

ナウンスを聞いた。そのため、位置情報を再度確認したところ、

１５時４０分頃と同じ位置情報が表示された。 

   漕手の家族は、１８時過ぎになっても漕手が帰宅しないので、

漕手の親族と共に自家用車で自宅を出発し、位置情報を基に漕手

 
*1  「シットオントップカヤック」とは、デッキ上に着座するタイプのカヤックをいう。 
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の自家用車を探した。 

   漕手の家族は、１９時頃に位置情報の東北東方約１km の海岸付

近（自宅から自家用車で約２０～３０分掛かる場所）において鍵

が掛かった状態の漕手の自家用車を発見し、１９時１３分頃に 

１１０番通報を行った。 

(2) 本船及び漕手の捜索状況 

   警察、消防及び海上保安庁による捜索が行われた結果、１６日

０６時２７分頃、田烏漁港西南西方の岩場において、うつ
．．

伏せ状

態の漕手及び転覆した状態の本船が漂着しているところを海上保

安庁の巡視艇によって発見された。 

  (図１ 参照) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１ 事故発生場所概略図 

 

(3) 漕手の死因等 

   漕手は、０６時５８分頃に福井県防災ヘリコプターによって収

容され、ヘリポートに搬送された後、０７時０６分頃に救急隊員

によって心静止が確認された。 

   漕手は、医師による司法解剖の結果、死因が溺水による窒息、

死亡推定時刻が１５日１７時頃と検案された。 

 その他の事項 (1) 本船が発見された際の船体等の状況 

  ① 本船は、船底を上にして岩場に漂着していた。また、魚群探

知機の取付具及びモバイルバッテリーが本船付近に漂着してい

×位置情報が表示された場所 

田烏漁港 

漕手の自家用車が発見された場所 

小浜市 

漕手及び本船発見場所 

（令和８年３月１６日 

 ０６時２７分頃発見） 

※国土地理院 Web サイトの地図を加工して作成 

×

矢代湾 
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た。（写真２参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真２ 魚群探知機の取付具及びモバイルバッテリー 

 

  ② 船体に他船との衝突痕は認められなかった。 

(2) 漕手が発見された際の状況 

   漕手は、下着シャツの上に長袖シャツ、長袖フリース及びフー

ド付きのジャンパーを、下着パンツの上にスパッツ及び半ズボン

を着用していた。また、フローティングベスト*2（固型式）を着用

していた。（写真３参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真３ 漕手が着用していたフローティングベスト 

 

(3) 漕手について 

   漕手の家族及び親族によれば、次のとおりであった。 

① 令和６年７月頃に本船を購入し、月に２回程度は本船を使用

して釣りに出掛けていた。 

② ふだん釣りに出掛ける際は０６時頃に自宅を出発し、１５時

 
*2  「フローティングベスト」とは、釣り道具等を数多く収納できるベストタイプの救命用具をいう。なお、船舶

検査の対象となる救命胴衣ではない。 

モバイルバッテリー 

魚群探知機の取付箇所 
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頃までには帰宅していたが、３月１５日は午前中に地元の行事

に参加したので、１２時半頃に自宅を出発した。 

③ これまでに電波の届かない海域で釣りをしていたことがあ

り、通話できなかったことが数回あった。 

④ 身長が約１８０cm、体重が約７５kg であった。 

⑤ 持病はなかった。 

⑥ 使用していたスマートフォンは、本事故後、発見されていな

い。 

(4) 漕手及び漕手の家族が使用していたスマートフォンの位置情報

共有アプリに関する情報 

   漕手の家族によれば、次のとおりであった。 

① スマートフォンの電源が入っていて電波の届く場所にある場

合、位置情報が随時更新される。 

② スマートフォンの電源が入っていない又は電波の届かない場

所にある場合、最後に電波の届いた位置情報が表示される。 

③ ３月１５日１５時４０分頃の位置情報がそれ以降に更新され

ることはなかった。 

(5) 事故防止等に関する情報 

   海上保安庁のウォーターセーフティガイド*3において、次のとお

り記載されている。 

① カヤックは細身の艇であり、技術が伴わない場合や気象海象

の悪化によっては、転覆することがあります。 

② カヤックにとって、最も危険な状況は風の強さと、風によっ

て生まれる波の高さが限界を超えることです。初心者にとっ

て、風速５m/s を超える風は限界とされています。 

③ シットオン（トップ）カヤックは、平水状態での安定性（一

時安定性）が高く、初心者でもすぐに漕ぎ出せ、その安定性ゆ

えにフィッシングに多用されています。 

しかし、シーカヤック*4と違い耐航性は低く、荒れた海（時化た

海）に対応することが難しいほか、シート位置が高いため風の影

響を強く受けます。 

分析 

 乗組員等の関与 

 船体・機関等の関与 

 気象・海象等の関与 

 判明した事項の解析 

 

不明 

不明 

不明 

(1) 漕手の死因は、溺水による窒息であった。 

(2) 漕手は、１２時半頃に自家用車で自宅を出発し、自宅から約 

２０～３０分掛かる海岸付近で自家用車が発見されていることか

 
*3  海上保安庁 ウォーターセーフティガイド https://www6.kaiho.mlit.go.jp/watersafety/index.html 
*4  「シーカヤック」とは、耐航性のあるツーリング用のカヤックをいう。 
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ら、１３時頃に同海岸に到着したものと考えられる。 

(3) 漕手の家族が１５時４０分頃及び１７時頃に位置情報を確認し

た際、後に漕手の自家用車が発見された場所から西南西方約１km

の海域に表示されたが、次のことから同時刻における本船の位置

は明らかにすることはできなかった。 

① 使用していた位置情報共有アプリは、スマートフォンの電源

が入っていない又は電波の届かない場所にある場合、最後に電

波の届いた位置情報が表示される。 

② 漕手のスマートフォンは、１７時頃には電波の届かない状況

であり、また、１５時４０分頃に電波の届く状況であったか不

明である。 

③ 漕手はこれまでに電波の届かない海域で釣りをしていたこと

があった。 

(4) 漕手は、釣りを終えた後に買い物をして１８時過ぎに帰宅する

旨を家族に伝えていたことから、１７時半頃に海岸に戻る予定に

していたものと考えられる。しかしながら、位置情報は更新され

なかった。 

(5) 本船は、船底を上にして岩場に漂着しており、船体に他船との

衝突痕は認められなかった。 

(6) 漕手は、医師による司法解剖の結果、死亡推定時刻が１５日 

１７時頃と検案された。 

(7) 本船は、海岸を出発した後、次のことから北寄りの風及び波の

影響を受ける状況であったものと考えられる。 

① 小浜地域気象観測所における１５日１３時００分～１７時 

３０分の観測値によれば、平均風速が約３～６m/s の北寄りの

風であった。 

② 気象庁の沿岸波浪実況図によれば、若狭湾では波高約１ｍの

北からの波が生じていた。 

(8) (1)～(7)から、漕手は、１３時頃に海岸に到着し、同海岸を出

発して位置情報が表示された海域に移動した後、同海域又は電波

の届かない海域において、１７時半頃までに北寄りの風や波を受

けて本船が転覆した際に落水し、溺死した可能性があると考えら

れる。しかしながら、目撃者がおらず、漕手が死亡しており、客

観的情報も得られなかったことから、落水に至った状況を明らか

にすることはできなかった。 

原因 本事故は、本船が釣りをする目的で海岸を出発した後、漕手が落水

して溺水したことにより発生したものと考えられる。 

再発防止策  今後の同種事故等の再発防止に役立つ事項として、次のことが考え

られる。 

 ・カヤックの漕手は、カヤックが風や波の影響を受けやすいことを
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考慮し、気象及び海象の変化に十分留意し、自船の堪
たん

航性から危

険であると判断される場合には、早めに帰航すること。 

 


